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金流商流情報連携タスクフォース活動報告

[bookmark: _GoBack]金流商流情報連携タスクフォースは、金融界と産業界が協力し、入出金や決済などの金流情報と受発注や商取引などの商流情報を連携させることで、新しいサービスの開発や業務の効率化を図ることを目的とした活動を推進した。
2016年度は、特に、金融審議会における「決済業務等の高度化に関するWG報告」の方針に従って、金融決済に商取引情報を関連づける新システムのデータモデルにつき集中的な検討を行った。　

１　金流商流情報連携タスクフォース会議
金流商流情報連携タスクフォースは、遠城秀和（NTTデータシステム技術株式会社）リーダーの下、会員委員13名、賛助会員委員8名、および金融業界等（日本銀行金融研究所、経済産業省中小企業庁）からのオブザーバー7名の参加により、延べ4回のタスクフォース会議の審議を通して次の調査研究を行った。
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２ 金流商流情報連携基盤の構築推進
（1） 企業への浸透
・経済産業省の「金融EDIにおける商流情報等のあり方検討会議」に参加するとともに、タスクフォース会議にて情報連携の企業側要件につき検討を行った。
・企業側要件として出された情報項目につき、国連CEFACT共通辞書への追加要求を行い、標準として発行された。
（２）金融業界との摺合わせ
・全銀協が主催する「XML電文移行に関する検討会」に参加するとともに、金融側新システムと企業側システムとの通信プロトコルにつき検討を行った。
・日本の金融機関コード管理組織としての全銀協コードにつき、国連CEFACT共通辞書への追加要求を行い、標準として発行された。
（３）金流商流情報の利活用分野の調査
・金融EDIによる情報連携を活用したキャッシュコンバージョンサイクル把握の方法につき調査研究を行った。
・貿易運輸における経費精算の効率化の調査研究を行い、その検討結果を参考に中小企業庁の「次世代企業間データ連携調査事業」実証プロジェクトとして「貿易手続に係る輸出業界の受発注EDI連携」が会員企業より提案され、採用された。
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TF会議 参加人数 審議事項

第1回タスクフォース

　2016年7月21日

17

・2015年度金流商流情報連携タスクフォース成果報告

・2016年度活動計画

・金流商流情報連携基盤進捗状況

　　=>産業界情報項目摺合わせ

　　=>商工会議所プロジェクト

第2回タスクフォース

　2016年9月8日

21

・金流商流情報連携基盤進捗状況

　　=>全銀協（XML電文移行）：情報項目摺合わせ

　　=>経産省（金融EDI）：EDI情報欄の標準化

・貿易運輸における経費精算の効率化

・FinTechへのアプローチ

・キャッシュコンバージョンサイクル

第3回タスクフォース

　2016年11月18日

20

・金流商流情報連携基盤進捗状況

　　=>全銀協（XML電文移行）：情報項目摺合わせ

　　=>経産省（金融EDI）：EDI情報欄の標準化

・貿易運輸における経費精算の効率化

・キャッシュコンバージョンサイクル

・EDIにおけるディジタル証明書交換運用ガイド

第4回タスクフォース

　2017年2月8日

16

・金流商流情報連携データモデル

・貿易運輸における経費精算の効率化プロジェクト

・キャッシュコンバージョンサイクル


